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受賞された各団体代表者と珍部本部長、藤江副本部長

小林淳一会長（左から3人目）に食品を手渡した

あいさつをする珍部本部長

令和6年度多伎いちじく振興大会を開催

みそ作りを行う園児たち

大会での熱戦の様子

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
1
月
8
日
、
出
雲
大

社
で
令
和
7
年
産
農
畜
産
物
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
地
区
本
部
の
役
職
員
と
農
産
、
特
産
、
畜
産
な
ど

約
20
の
生
産
部
会
の
代
表
者
約
80
人
が
参
列
。
農
作

業
の
安
全
、
農
畜
産
物
の
安
定
し
た
生
産
を
祈
願
す
る

と
と
も
に
、
J
A
事
業
の
振
興
や
農
政
会
議
、
青
年
連

盟
な
ど
各
組
織
の
繁
栄
も
祈
願
し
ま
し
た
。

　
参
拝
後
は
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
場
所
を
移
し
、
県
や
市

の
担
当
部
署
の
職
員
も
交
え
て
「
農
畜
産
物
試
食
会
」
を

開
催
。
試
食
品
に
は
、
米
の
新
品
種
『
つ
き
あ
か
り
』
や

神
在
ね
ぎ
の
新
品
種『
み
な
も
と
一
本
白
ね
ぎ
』、ス
ー
パ
ー

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
『
出
雲
フ
ォ
ル
テ
』
な
ど
を
用
意
し
た
ほ
か
、

さ
つ
ま
い
も
の
『
べ
に
は
る
か
』『
紅
あ
ず
ま
』『
栗
か
ぐ
や
』

の
食
べ
比
べ
も
行
い
ま
し
た
。

　
同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
本
部
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で

「
昨
年
は
夏
場
の
猛
暑
や
カ
メ
ム
シ
被
害
に
よ
り
農
産
物
全

般
に
お
い
て
品
質

低
下
、
出
荷
量
が

減
少
す
る
な
ど
厳

し
い
農
業
情
勢
と

な
り
ま
し
た
。
今

年
は
巳
年
。
ヘ
ビ

は
再
生
、
繁
栄
の

象
徴
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
農
業

が
再
生
し
、
更
に

繁
栄
す
る
年
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

生
産
部
会
が
合
同
で
豊
作
祈
願

　
　
　
　
　
　
試
食
会
も
開
催

地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
団
体
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
３
団
体
を
表
彰

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
12
月
25
日
、
令
和
6
年

度
地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
団
体
活
動
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
J
A
し
ま
ね
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
活
動
を
行
う
組
合

員
や
地
域
住
民
が
構
成
員
の
団
体
等
を
表
彰
し
功
績
を
称

え
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
出
雲
地
区
本
部
管
内
で
活
動
す
る
、

『
N
P
O
法
人
し
ま
ね
体
験
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
』、『
華
の

会
』、『
あ
げ
そ
げ
塩
冶
福
祉
座
』
の
3
団
体
を
表
彰
し
、

同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
本
部
長
が
各
団
体
の
代
表
者
へ
表

彰
状
と
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
連
携

　
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
寄
贈
式

　
J
A
し
ま
ね
は
1
月
23
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
J
A

い
ず
も
ド
ー
ム
北
店
で
「
フ
ァ
ミ
マ
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
で

集
ま
っ
た
食
品
の
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
は
、
地
域
に
お
け
る
食
支
援
と
食
品
ロ
ス
の
削
減

を
目
的
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
J
A
し
ま
ね
が
連
携

し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
J
A

と
連
携
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
行
う
の
は
全
国
初
の
試

み
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
の
11
、
12
月
に
同
Ｊ
Ａ
出
雲
地
区
本
部
管
内
の
金

融
店
舗
5
支
店
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
。
家
庭
で
余
っ
て
い
る
未
開
封
か
つ
賞
味
期
限
ま
で

2
カ
月
以
上
あ
る
食
品
の
寄
付
を
組
合
員
、
利
用
者
の
方

へ
呼
び
か
け
た
結
果
、
菓
子
や
乾
麺
な
ど
の
食
品
約
25
㎏

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
式
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
J
A
し
ま
ね
、

J
A
し
ま
ね
の
子
会
社
で
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
13
店

舗
を
運
営
す
る
有
限
会
社
J
A
い
ず
も
ア
グ
リ
マ
ー
ト
か

ら
、
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
林
淳
一
会
長
に
食
品

を
手
渡
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
食
品
は
島
根
県
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
食
支
援
が
必
要
な
方
々
に
届
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
同
地
区
本
部
の
藤
江
美

由
紀
副
本
部
長
は
「
多
く

の
地
域
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
地

域
一
体
と
な
っ
た
食
支
援

の
取
り
組
み
が
更
に
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
1
月
19
日
、
ラ
ピ
タ
本

店
３
階
大
ホ
ー
ル
で
「
第
8
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本

部
組
合
員
囲
碁
・
将
棋
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
囲
碁
と
将
棋
を
通
し
て
組
合
員
相
互
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
囲
碁
の
部

で
は
団
体
戦
8
チ
ー
ム
と
個
人
戦
77
人
の
計
1
0
1
人
、

将
棋
の
部
で
は
団
体
戦
7
チ
ー
ム
と
個
人
戦
18
人
の
計
39

人
、
あ
わ
せ
て
1
4
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
囲
碁
・
将
棋
と
も
に
、
３
人
１
組
の
団
体
戦
と
、
段
位
、

級
位
で
分
け
ら
れ
た
ク
ラ
ス
別
で
の
個
人
戦
が
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生
、
高
校
生
も

参
加
し
、
幅
広
い
年
代
の
愛
好
者
が
対
局
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　優
勝
チ
ー
ム
・
優
勝
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
囲
碁
】▽
団
体
戦
＝
高
松
チ
ー
ム
▽
個
人
戦
六
段
以
上
の
部

＝
森
　
達
輝
さ
ん（
塩
冶
）▽
五
段
の
部
＝
吉
田
　
功
さ
ん（
湖

陵
）▽
四
段
の
部
＝
三
島
　
紘
悠
さ
ん
（
平
田
中
央
）▽
三
段

の
部
＝
山
本
　
喜
市
さ
ん
（
大
津
）▽
二
段
の
部
＝
長
岡
　
秀

人
さ
ん（
平
田
中
央
）▽
初
段
の
部
＝
森
　
美
緒
さ
ん（
塩
冶
）

▽
級
位
者
の
部
＝
岸
　
愛

奈
さ
ん（
塩
冶
）【
将
棋
】

▽
団
体
戦
＝
神
戸
川

チ
ー
ム
▽
個
人
戦
段
位

者
の
部
＝
森
山
　
雄
太

さ
ん
（
湖
陵
）▽
級
位

者
の
部
＝
野
津
　
光
大

さ
ん
（
荒
木
）▽
小
中

学
生
の
部
＝
黒
川
　
圭

吾
さ
ん
（
大
津
）

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

組
合
員
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催

多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会

多
伎
い
ち
じ
く
振
興
大
会
を
開
催

　
J
A
し
ま
ね
多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
は
12
月
26
日
、

多
伎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
令
和
6
年
度
多
伎
い
ち
じ

く
振
興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
会
員
、
J
A
、
県
、

市
場
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
。
令
和
６
年
産
の
出
荷
・

販
売
結
果
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
７
年
産
に
向
け
た

課
題
と
対
策
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
産
は
生
育
段
階
で
は
順
調
に
生
育
し
、
豊
作
が
期

待
さ
れ
る
状
況
で
し
た
が
、
収
穫
期
の
猛
暑
に
よ
る
高
温

と
降
雨
量
不
足
に
よ
り
果
実
の
肥
大
が
進
ま
ず
、
小
玉
で

の
出
荷
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ジ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド

リ
な
ど
の
鳥
に
よ
る
食
害
が
例
年
よ
り
か
な
り
増
加
し
た

こ
と
な
ど
の
要
因
も
重
な
り
、
生
果
は
、
39
・
3
ト
ン
、

加
工
原
料
は
25
・
9
ト
ン
、
合
計
65
・
2
ト
ン
と
前
年
を

下
回
る
出
荷
量
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
品
質
は
非
常
に

良
く
、
市
場
や
量
販
店
か
ら
の
評
価
は
軒
並
み
高
く
引
き

合
い
が
強
か
っ
た
こ
と
で
、
1
，3
3
2
円
／
㎏
の
高
単
価

で
販
売
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
立
脇

渉
部
会
長
は
「
近

年
収
穫
期
の
天
候

が
昔
と
は
ず
い
ぶ
ん

変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
県
や
J
A
と

し
っ
か
り
連
携
を

と
っ
て
高
温
対
策
を

実
施
し
、
令
和
７

年
産
は
出
荷
量
を

回
復
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ハ
マ
ナ
ス
保
育
園
児
が
み
そ
作
り

女
性
部
湖
陵
支
部
が
お
手
伝
い

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
湖
陵
支
部
は
1
月
24
日
、
ハ

マ
ナ
ス
保
育
園
で
み
そ
作
り
体
験
を
開
き
ま
し
た
。
食
育

活
動
の
一
環
と
し
て
10
年
以
上
前
か
ら
続
い
て
い
る
取
り

組
み
で
、
保
育
園
の
4
歳
児
20
人
が
、
女
性
部
員
に
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
み
そ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
最
初
に
麹
の
香
り
や
茹
で
た
大
豆
の
風

味
を
確
か
め
た
の
ち
、
女
性
部
員
か
ら
手
順
を
教
わ
り
み

そ
作
り
を
開
始
。
茹
で
た
大
豆
に
麹
、
塩
、
大
豆
の
煮
汁

を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
す
り
鉢
で
つ
ぶ
す
工
程
で
は
、

お
い
し
い
み
そ
に
仕
上
が
る
よ
う
、
全
員
で
協
力
し
て
一

生
懸
命
す
り
つ
ぶ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
す
り
つ
ぶ
し
た

も
の
を
団
子
状
に
丸
め
、「
お
い
し
く
な
ー
れ
」
と
願
い
を

込
め
な
が
ら
樽
に
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
仕
込
ん
だ
み
そ

は
約
10
ヶ
月
間
熟
成
さ
せ
、
給
食
な
ど
で
味
わ
う
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

　
講
師
を
務
め
た
同

支
部
の
森
山
都
代
子

さ
ん
と
、
岩
谷
み
ど

り
さ
ん
は
「
自
分
た

ち
が
作
っ
た
み
そ
を

食
べ
る
と
い
う
こ
と

は
最
高
の
体
験
だ
と

思
い
ま
す
。
女
性
部

と
し
て
、
手
作
り
の

味
を
こ
れ
か
ら
も
伝

え
て
い
き
、
次
世
代

に
継
承
し
て
い
っ
て

も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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受賞された各団体代表者と珍部本部長、藤江副本部長

小林淳一会長（左から3人目）に食品を手渡した

あいさつをする珍部本部長

令和6年度多伎いちじく振興大会を開催

みそ作りを行う園児たち

大会での熱戦の様子

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
1
月
8
日
、
出
雲
大

社
で
令
和
7
年
産
農
畜
産
物
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
地
区
本
部
の
役
職
員
と
農
産
、
特
産
、
畜
産
な
ど

約
20
の
生
産
部
会
の
代
表
者
約
80
人
が
参
列
。
農
作

業
の
安
全
、
農
畜
産
物
の
安
定
し
た
生
産
を
祈
願
す
る

と
と
も
に
、
J
A
事
業
の
振
興
や
農
政
会
議
、
青
年
連

盟
な
ど
各
組
織
の
繁
栄
も
祈
願
し
ま
し
た
。

　
参
拝
後
は
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
場
所
を
移
し
、
県
や
市

の
担
当
部
署
の
職
員
も
交
え
て
「
農
畜
産
物
試
食
会
」
を

開
催
。
試
食
品
に
は
、
米
の
新
品
種
『
つ
き
あ
か
り
』
や

神
在
ね
ぎ
の
新
品
種『
み
な
も
と
一
本
白
ね
ぎ
』、ス
ー
パ
ー

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
『
出
雲
フ
ォ
ル
テ
』
な
ど
を
用
意
し
た
ほ
か
、

さ
つ
ま
い
も
の
『
べ
に
は
る
か
』『
紅
あ
ず
ま
』『
栗
か
ぐ
や
』

の
食
べ
比
べ
も
行
い
ま
し
た
。

　
同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
本
部
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で

「
昨
年
は
夏
場
の
猛
暑
や
カ
メ
ム
シ
被
害
に
よ
り
農
産
物
全

般
に
お
い
て
品
質

低
下
、
出
荷
量
が

減
少
す
る
な
ど
厳

し
い
農
業
情
勢
と

な
り
ま
し
た
。
今

年
は
巳
年
。
ヘ
ビ

は
再
生
、
繁
栄
の

象
徴
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
農
業

が
再
生
し
、
更
に

繁
栄
す
る
年
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

生
産
部
会
が
合
同
で
豊
作
祈
願

　
　
　
　
　
　
試
食
会
も
開
催

地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
団
体
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
３
団
体
を
表
彰

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
12
月
25
日
、
令
和
6
年

度
地
域
貢
献
・
地
域
活
性
化
団
体
活
動
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
J
A
し
ま
ね
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
活
動
を
行
う
組
合

員
や
地
域
住
民
が
構
成
員
の
団
体
等
を
表
彰
し
功
績
を
称

え
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
出
雲
地
区
本
部
管
内
で
活
動
す
る
、

『
N
P
O
法
人
し
ま
ね
体
験
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
』、『
華
の

会
』、『
あ
げ
そ
げ
塩
冶
福
祉
座
』
の
3
団
体
を
表
彰
し
、

同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
本
部
長
が
各
団
体
の
代
表
者
へ
表

彰
状
と
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
連
携

　
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
寄
贈
式

　
J
A
し
ま
ね
は
1
月
23
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
J
A

い
ず
も
ド
ー
ム
北
店
で
「
フ
ァ
ミ
マ
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
で

集
ま
っ
た
食
品
の
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
は
、
地
域
に
お
け
る
食
支
援
と
食
品
ロ
ス
の
削
減

を
目
的
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
J
A
し
ま
ね
が
連
携

し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
J
A

と
連
携
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
行
う
の
は
全
国
初
の
試

み
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
の
11
、
12
月
に
同
Ｊ
Ａ
出
雲
地
区
本
部
管
内
の
金

融
店
舗
5
支
店
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
。
家
庭
で
余
っ
て
い
る
未
開
封
か
つ
賞
味
期
限
ま
で

2
カ
月
以
上
あ
る
食
品
の
寄
付
を
組
合
員
、
利
用
者
の
方

へ
呼
び
か
け
た
結
果
、
菓
子
や
乾
麺
な
ど
の
食
品
約
25
㎏

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
式
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
J
A
し
ま
ね
、

J
A
し
ま
ね
の
子
会
社
で
あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
13
店

舗
を
運
営
す
る
有
限
会
社
J
A
い
ず
も
ア
グ
リ
マ
ー
ト
か

ら
、
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
林
淳
一
会
長
に
食
品

を
手
渡
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
食
品
は
島
根
県
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
食
支
援
が
必
要
な
方
々
に
届
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
同
地
区
本
部
の
藤
江
美

由
紀
副
本
部
長
は
「
多
く

の
地
域
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
地

域
一
体
と
な
っ
た
食
支
援

の
取
り
組
み
が
更
に
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
1
月
19
日
、
ラ
ピ
タ
本

店
３
階
大
ホ
ー
ル
で
「
第
8
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本

部
組
合
員
囲
碁
・
将
棋
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
囲
碁
と
将
棋
を
通
し
て
組
合
員
相
互
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
囲
碁
の
部

で
は
団
体
戦
8
チ
ー
ム
と
個
人
戦
77
人
の
計
1
0
1
人
、

将
棋
の
部
で
は
団
体
戦
7
チ
ー
ム
と
個
人
戦
18
人
の
計
39

人
、
あ
わ
せ
て
1
4
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
囲
碁
・
将
棋
と
も
に
、
３
人
１
組
の
団
体
戦
と
、
段
位
、

級
位
で
分
け
ら
れ
た
ク
ラ
ス
別
で
の
個
人
戦
が
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生
、
高
校
生
も

参
加
し
、
幅
広
い
年
代
の
愛
好
者
が
対
局
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　優
勝
チ
ー
ム
・
優
勝
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
囲
碁
】▽
団
体
戦
＝
高
松
チ
ー
ム
▽
個
人
戦
六
段
以
上
の
部

＝
森
　
達
輝
さ
ん（
塩
冶
）▽
五
段
の
部
＝
吉
田
　
功
さ
ん（
湖

陵
）▽
四
段
の
部
＝
三
島
　
紘
悠
さ
ん
（
平
田
中
央
）▽
三
段

の
部
＝
山
本
　
喜
市
さ
ん
（
大
津
）▽
二
段
の
部
＝
長
岡
　
秀

人
さ
ん（
平
田
中
央
）▽
初
段
の
部
＝
森
　
美
緒
さ
ん（
塩
冶
）

▽
級
位
者
の
部
＝
岸
　
愛

奈
さ
ん（
塩
冶
）【
将
棋
】

▽
団
体
戦
＝
神
戸
川

チ
ー
ム
▽
個
人
戦
段
位

者
の
部
＝
森
山
　
雄
太

さ
ん
（
湖
陵
）▽
級
位

者
の
部
＝
野
津
　
光
大

さ
ん
（
荒
木
）▽
小
中

学
生
の
部
＝
黒
川
　
圭

吾
さ
ん
（
大
津
）

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

組
合
員
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催

多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会

多
伎
い
ち
じ
く
振
興
大
会
を
開
催

　
J
A
し
ま
ね
多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
は
12
月
26
日
、

多
伎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
令
和
6
年
度
多
伎
い
ち
じ

く
振
興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
会
員
、
J
A
、
県
、

市
場
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
。
令
和
６
年
産
の
出
荷
・

販
売
結
果
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
７
年
産
に
向
け
た

課
題
と
対
策
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
産
は
生
育
段
階
で
は
順
調
に
生
育
し
、
豊
作
が
期

待
さ
れ
る
状
況
で
し
た
が
、
収
穫
期
の
猛
暑
に
よ
る
高
温

と
降
雨
量
不
足
に
よ
り
果
実
の
肥
大
が
進
ま
ず
、
小
玉
で

の
出
荷
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ジ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド

リ
な
ど
の
鳥
に
よ
る
食
害
が
例
年
よ
り
か
な
り
増
加
し
た

こ
と
な
ど
の
要
因
も
重
な
り
、
生
果
は
、
39
・
3
ト
ン
、

加
工
原
料
は
25
・
9
ト
ン
、
合
計
65
・
2
ト
ン
と
前
年
を

下
回
る
出
荷
量
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
品
質
は
非
常
に

良
く
、
市
場
や
量
販
店
か
ら
の
評
価
は
軒
並
み
高
く
引
き

合
い
が
強
か
っ
た
こ
と
で
、
1
，3
3
2
円
／
㎏
の
高
単
価

で
販
売
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
立
脇

渉
部
会
長
は
「
近

年
収
穫
期
の
天
候

が
昔
と
は
ず
い
ぶ
ん

変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
県
や
J
A
と

し
っ
か
り
連
携
を

と
っ
て
高
温
対
策
を

実
施
し
、
令
和
７

年
産
は
出
荷
量
を

回
復
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ハ
マ
ナ
ス
保
育
園
児
が
み
そ
作
り

女
性
部
湖
陵
支
部
が
お
手
伝
い

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
湖
陵
支
部
は
1
月
24
日
、
ハ

マ
ナ
ス
保
育
園
で
み
そ
作
り
体
験
を
開
き
ま
し
た
。
食
育

活
動
の
一
環
と
し
て
10
年
以
上
前
か
ら
続
い
て
い
る
取
り

組
み
で
、
保
育
園
の
4
歳
児
20
人
が
、
女
性
部
員
に
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
み
そ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
最
初
に
麹
の
香
り
や
茹
で
た
大
豆
の
風

味
を
確
か
め
た
の
ち
、
女
性
部
員
か
ら
手
順
を
教
わ
り
み

そ
作
り
を
開
始
。
茹
で
た
大
豆
に
麹
、
塩
、
大
豆
の
煮
汁

を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
す
り
鉢
で
つ
ぶ
す
工
程
で
は
、

お
い
し
い
み
そ
に
仕
上
が
る
よ
う
、
全
員
で
協
力
し
て
一

生
懸
命
す
り
つ
ぶ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
す
り
つ
ぶ
し
た

も
の
を
団
子
状
に
丸
め
、「
お
い
し
く
な
ー
れ
」
と
願
い
を

込
め
な
が
ら
樽
に
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
仕
込
ん
だ
み
そ

は
約
10
ヶ
月
間
熟
成
さ
せ
、
給
食
な
ど
で
味
わ
う
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

　
講
師
を
務
め
た
同

支
部
の
森
山
都
代
子

さ
ん
と
、
岩
谷
み
ど

り
さ
ん
は
「
自
分
た

ち
が
作
っ
た
み
そ
を

食
べ
る
と
い
う
こ
と

は
最
高
の
体
験
だ
と

思
い
ま
す
。
女
性
部

と
し
て
、
手
作
り
の

味
を
こ
れ
か
ら
も
伝

え
て
い
き
、
次
世
代

に
継
承
し
て
い
っ
て

も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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ニ
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女性部員が来店者をおもてなし

あいさつをする石橋部会長

修了生へ修了証授与

　
出
雲
市
農
業
再
生
協
議
会
は
1
月
8
日
、
出
雲
市

役
所
く
に
び
き
大
ホ
ー
ル
で
出
雲
市
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
の
令
和
6
年
修
了
式
・
令
和
7
年
開
講
式
を

開
き
ま
し
た
。
本
講
座
は
新
規
就
農
、
定
年
帰
農
を
目

指
す
方
を
対
象
と
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
平
成
１８
年
に

開
講
。
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
1
年
間
、
講
義
と
実
習

に
よ
り
栽
培
技
術
や
経
営
管
理
を
習
得
し
ま
す
。

　
令
和
6
年
は
31
人
が
修
了
。
令
和
7
年
は
「
ぶ
ど
う
」、

「
柿
」、「
多
伎
い
ち
じ
く
」、「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
＆
白
ね
ぎ
」

の
計
4
講
座
を
実
施
し
、
21
人
が
受
講
し
ま
す
。

　
同
協
議
会
の
井
上
夏
穂
里
会
長
（
出
雲
市
副
市
長
）
は

「
修
了
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
担
い
手

と
し
て
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
令
和

7
年
も
出
雲
市
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
充
実
し
た

も
の
と
な
り
、
地
域
農
業
を
支
え
る
次
世
代
の
担
い
手
を

育
成
す
る
重
要
な
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　  

修
了
式
・
開
講
式

「
上
津
笑
み
ち
ゃ
ん
カ
フェ
」

１
周
年
を
迎
え
感
謝
の
最
終
日

　
出
雲
女
性
部
上
津
支
部
は
12
月
25
日
、
J
A
し
ま
ね
出

雲
地
区
本
部
上
津
会
館
で
「
上
津
笑
み
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
女
性
部
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
帽
子
を
被
り

お
も
て
な
し
を
行
い
ま
し
た
。
提
供
す
る
お
菓
子
も
ク
リ

ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り
な
ケ
ー
キ
を
用
意
。
来
店
し
た
約
60
人

が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
す
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　「
上
津
笑
み
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
」
は
令
和
6
年
1
月
に
オ
ー

プ
ン
。
上
津
支
部
の
女
性
部
員
が
主
体
と
な
り
、『
地
域

住
民
が
集
え
る
場
』
を
目
的
に
定
期
的
に
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
12
月
で
1
年
の
節
目
を
迎
え
、
今
回
の
開
催
で

一
旦
の
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
の
永
瀬
の
り
子
支
部
長
は
「
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

楽
し
く
お
茶
や
会
話
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
場

を
作
り
た
い
と

思
っ
て
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
方
に
ご
来

店
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
一
応
の
区
切

り
と
な
り
ま
す
が
、

部
員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
ま
た
地
域

の
方
々
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
活
動

を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
部
会
代
議
員
総
会
開
催

　
　
　
　
　 

次
年
産
へ
向
け
て

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
1
月
22
日
、
出
雲
地

区
本
部
で
代
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区
の
代

議
員
が
集
ま
り
、
今
年
度
の
事
業
報
告
、
次
年
度
の
計
画

な
ど
4
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
春
先
の
天
候
不
順
、
ジ
ベ
レ
リ

ン
処
理
時
期
の
低
温
、
7
月
の
豪
雨
と
、
生
産
者
に
と
っ
て

栽
培
管
理
の
苦
労
が
多
い
年
と
な
り
、
出
荷
量
は
6
0
7

ト
ン
（
前
年
実
績
対
比
90
・
1
%
）、
販
売
高
9
億
7
，

8
0
0
万
円
（
同
94
・
2
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
は
、
出
荷
量
1
9
4
・
5
ト
ン
（
同
98
・

7
%
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
選
果
選
別
お
よ
び
検

査
を
徹
底
し
た
こ
と
で
、
市
場
よ
り
高
評
価
を
受
け
、
販

売
高
4
億
9
，9
5
6
万
円
（
同
1
0
4
・
6
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
島
根
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
品
種
で
あ
る
「
神
紅
」

は
本
格
出
荷
4
年
目
と
な
り
、
生
産
者
11
人
で
3
・
7
ト

ン
（
同
97
・
5
%
）、
販
売
高
2
，2
6
6
万
円
（
同

1
0
8
・
8
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
石
橋

貢
部
会
長
は
「
今

年
は
巳
年
。
脱
皮

を
重
ね
成
長
し
て

い
く
ヘ
ビ
の
よ
う
に
、

私
た
ち
も
殻
を
破

り
成
長
、
発
展
し
、

責
任
産
地
と
し
て

の
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
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フレッシュミズ出雲に入りませんか？？
どんな活動？？

たとえば・・・
・食と農
　（料理教室、みそ作り、ハム作り
　  パン作り、カフェスイーツ作りなど）
・くらし
　（アクセサリー作り、アロマ、ヨガ、
　  映え写真の撮り方など）

フレッシュミズ出雲の
部員のみなさんの

“楽しい！”“やりたい！！”を
みなさんが企画し、
実行できます♪

ぜひ一緒に楽しみましょう♪

フレッシュミズに入るには？？
ふれあい福祉課までご連絡下さい♪
※居住地区の女性部にご加入いただきます。

お問合せ先
ＪＡしまね出雲地区本部ふれあい福祉課
ＴＥＬ：２１－６０１３  ＦＡＸ：２１－６０１５

ＪＡしまね出雲女性部は、令和3年に「フレッシュミズ出雲」を立ち上げました。
JAフレッシュミズとは・・おおむね５０歳以下の女性の活動です。
活動を通じて、食と農を学び、みんなが笑顔になるよう地産知笑に取り組んでいます。
一緒に楽しんでいただける方を大募集中です！！

シ
ニ
ア
女
子
大
学 

〜
み
ず
き
〜

　
　
　
　
　
　
　
　第
5
期
入
学
式

いずも
JA

 

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
１
月

29
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
、

い
ず
も
Ｊ
Ａ
シ
ニ
ア
女
子
大
学
「
み
ず

き
」
の
入
学
式
を
開
き
ま
し
た
。
第
５

期
と
な
る
今
期
は
30
人
が
入
学
。
２
年

間
で
、
文
化
教
養
、
福
祉
、
家
政
、
芸
術
、

社
会
、
医
学
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
講

座
を
12
回
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
式
で
は
、浦
部
え
つ
子
学
長
（
同

女
性
部
部
長
）
が
「
こ
の
大
学
で
の
講

座
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
趣
味
や
関
心

を
探
求
し
、
仲
間
と
共
に
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
同
地
区
本
部
の
藤
江
美
由
紀

副
本
部
長
は
「
多
様
な
分
野
で
の
学
び

や
新
し
い
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

自
分
自
身
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
か
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
生
を

代
表
し
て
恩
田
八
子
さ
ん
が
「
新
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
こ
れ
か

ら
の
２
年
間
を
有
意
義
で
実
り
あ
る
も

の
に
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
後
に
は
、
出
雲
警
察
署
生
活
安
全

課
か
ら
講
師
を
迎
え
、第
１
回
講
座
「
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
講
座
」
を
開
催
。
出

雲
市
で
も
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
や
「
ロ
マ

ン
ス
詐
欺
」
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐

欺
被
害
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
知
る

と
と
も
に
、
お
金
が
関
係
す
る
電
話
や

メ
ー
ル
な
ど
は
一
人
で
判
断
せ
ず
、
家

族
や
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
な
ど
、
気

を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
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女性部員が来店者をおもてなし

あいさつをする石橋部会長

修了生へ修了証授与

　
出
雲
市
農
業
再
生
協
議
会
は
1
月
8
日
、
出
雲
市

役
所
く
に
び
き
大
ホ
ー
ル
で
出
雲
市
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
の
令
和
6
年
修
了
式
・
令
和
7
年
開
講
式
を

開
き
ま
し
た
。
本
講
座
は
新
規
就
農
、
定
年
帰
農
を
目

指
す
方
を
対
象
と
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
平
成
１８
年
に

開
講
。
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
1
年
間
、
講
義
と
実
習

に
よ
り
栽
培
技
術
や
経
営
管
理
を
習
得
し
ま
す
。

　
令
和
6
年
は
31
人
が
修
了
。
令
和
7
年
は
「
ぶ
ど
う
」、

「
柿
」、「
多
伎
い
ち
じ
く
」、「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
＆
白
ね
ぎ
」

の
計
4
講
座
を
実
施
し
、
21
人
が
受
講
し
ま
す
。

　
同
協
議
会
の
井
上
夏
穂
里
会
長
（
出
雲
市
副
市
長
）
は

「
修
了
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
担
い
手

と
し
て
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
令
和

7
年
も
出
雲
市
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
充
実
し
た

も
の
と
な
り
、
地
域
農
業
を
支
え
る
次
世
代
の
担
い
手
を

育
成
す
る
重
要
な
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　  

修
了
式
・
開
講
式

「
上
津
笑
み
ち
ゃ
ん
カ
フェ
」

１
周
年
を
迎
え
感
謝
の
最
終
日

　
出
雲
女
性
部
上
津
支
部
は
12
月
25
日
、
J
A
し
ま
ね
出

雲
地
区
本
部
上
津
会
館
で
「
上
津
笑
み
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
女
性
部
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
帽
子
を
被
り

お
も
て
な
し
を
行
い
ま
し
た
。
提
供
す
る
お
菓
子
も
ク
リ

ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り
な
ケ
ー
キ
を
用
意
。
来
店
し
た
約
60
人

が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
す
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　「
上
津
笑
み
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
」
は
令
和
6
年
1
月
に
オ
ー

プ
ン
。
上
津
支
部
の
女
性
部
員
が
主
体
と
な
り
、『
地
域

住
民
が
集
え
る
場
』
を
目
的
に
定
期
的
に
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
12
月
で
1
年
の
節
目
を
迎
え
、
今
回
の
開
催
で

一
旦
の
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
同
支
部
の
永
瀬
の
り
子
支
部
長
は
「
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

楽
し
く
お
茶
や
会
話
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
場

を
作
り
た
い
と

思
っ
て
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
方
に
ご
来

店
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
一
応
の
区
切

り
と
な
り
ま
す
が
、

部
員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
ま
た
地
域

の
方
々
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
活
動

を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
部
会
代
議
員
総
会
開
催

　
　
　
　
　 

次
年
産
へ
向
け
て

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
1
月
22
日
、
出
雲
地

区
本
部
で
代
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区
の
代

議
員
が
集
ま
り
、
今
年
度
の
事
業
報
告
、
次
年
度
の
計
画

な
ど
4
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
春
先
の
天
候
不
順
、
ジ
ベ
レ
リ

ン
処
理
時
期
の
低
温
、
7
月
の
豪
雨
と
、
生
産
者
に
と
っ
て

栽
培
管
理
の
苦
労
が
多
い
年
と
な
り
、
出
荷
量
は
6
0
7

ト
ン
（
前
年
実
績
対
比
90
・
1
%
）、
販
売
高
9
億
7
，

8
0
0
万
円
（
同
94
・
2
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
は
、
出
荷
量
1
9
4
・
5
ト
ン
（
同
98
・

7
%
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
選
果
選
別
お
よ
び
検

査
を
徹
底
し
た
こ
と
で
、
市
場
よ
り
高
評
価
を
受
け
、
販

売
高
4
億
9
，9
5
6
万
円
（
同
1
0
4
・
6
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
島
根
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
品
種
で
あ
る
「
神
紅
」

は
本
格
出
荷
4
年
目
と
な
り
、
生
産
者
11
人
で
3
・
7
ト

ン
（
同
97
・
5
%
）、
販
売
高
2
，2
6
6
万
円
（
同

1
0
8
・
8
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
石
橋

貢
部
会
長
は
「
今

年
は
巳
年
。
脱
皮

を
重
ね
成
長
し
て

い
く
ヘ
ビ
の
よ
う
に
、

私
た
ち
も
殻
を
破

り
成
長
、
発
展
し
、

責
任
産
地
と
し
て

の
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
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どんな活動？？

たとえば・・・
・食と農
　（料理教室、みそ作り、ハム作り
　  パン作り、カフェスイーツ作りなど）
・くらし
　（アクセサリー作り、アロマ、ヨガ、
　  映え写真の撮り方など）

フレッシュミズ出雲の
部員のみなさんの

“楽しい！”“やりたい！！”を
みなさんが企画し、
実行できます♪

ぜひ一緒に楽しみましょう♪

フレッシュミズに入るには？？
ふれあい福祉課までご連絡下さい♪
※居住地区の女性部にご加入いただきます。
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ＪＡしまね出雲女性部は、令和3年に「フレッシュミズ出雲」を立ち上げました。
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　第
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期
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式

いずも
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
１
月

29
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
、

い
ず
も
Ｊ
Ａ
シ
ニ
ア
女
子
大
学
「
み
ず

き
」
の
入
学
式
を
開
き
ま
し
た
。
第
５

期
と
な
る
今
期
は
30
人
が
入
学
。
２
年

間
で
、
文
化
教
養
、
福
祉
、
家
政
、
芸
術
、

社
会
、
医
学
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
講

座
を
12
回
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
式
で
は
、浦
部
え
つ
子
学
長
（
同

女
性
部
部
長
）
が
「
こ
の
大
学
で
の
講

座
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
趣
味
や
関
心

を
探
求
し
、
仲
間
と
共
に
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
同
地
区
本
部
の
藤
江
美
由
紀

副
本
部
長
は
「
多
様
な
分
野
で
の
学
び

や
新
し
い
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

自
分
自
身
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
か
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
生
を

代
表
し
て
恩
田
八
子
さ
ん
が
「
新
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
こ
れ
か

ら
の
２
年
間
を
有
意
義
で
実
り
あ
る
も

の
に
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
後
に
は
、
出
雲
警
察
署
生
活
安
全

課
か
ら
講
師
を
迎
え
、第
１
回
講
座
「
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
講
座
」
を
開
催
。
出

雲
市
で
も
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
や
「
ロ
マ

ン
ス
詐
欺
」
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐

欺
被
害
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
知
る

と
と
も
に
、
お
金
が
関
係
す
る
電
話
や

メ
ー
ル
な
ど
は
一
人
で
判
断
せ
ず
、
家

族
や
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
な
ど
、
気

を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。



経営規模

繁殖牛（母牛）
              約70頭

―
 

繁
殖
牛 ―

や
し
ま
営
農
組
合

農
事
組
合
法
人

　水
稲
を
は
じ
め
、
ほ
う
れ
ん
草
や
小
松
菜
な

ど
の
葉
物
野
菜
、
さ
ら
に
は
和
牛
繁
殖
と
、
多

様
な
農
畜
産
物
の
生
産
を
行
う
、
農
事
組
合
法

人
や
し
ま
営
農
組
合
。
畜
産
部
門
は
平
成
30
年

に
設
立
し
、
現
在
は
繁
殖
牛
約
70
頭
と
子
牛
を

飼
養
し
て
い
ま
す
。

一
頭
一
頭
大
切
に
育
て
る

　肉
用
牛
の
生
産
は
一
般
的
に
、
母
牛
が
産
ん
だ
子

牛
を
育
て
て
市
場
に
出
す
「
繁
殖
農
家
」
と
、
繁
殖

農
家
が
育
て
た
子
牛
を
購
入
し
て
肥
育
し
、
出
荷
す

る
「
肥
育
農
家
」
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
や
し

ま
営
農
組
合
は
繁
殖
を
専
門
に
行
っ
て
お
り
、
主
に

6
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
飼
養
管
理
を
担
当
。
元
気
な
子

牛
が
生
ま
れ
る
よ
う
母
牛
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

出
荷
に
向
け
て
子
牛
を
生
後
9
ヶ
月
頃
ま
で
大
切
に

育
て
て
い
ま
す
。

　日
々
の
業
務
で
は
、
朝
、
昼
、
夕
の
餌
の
準
備
と

給
餌
、
牛
床
の
清
掃
、
牛
の
健
康
状
態
の
確
認
な
ど

を
行
い
ま
す
。
そ
の
合
間
に
は
母
牛
の
妊
娠
や
出
産

も
あ
れ
ば
、
子
牛
を
市
場
に
出
荷
す
る
た
め
の
作
業

な
ど
、
仕
事
は
常
に
あ
り
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
は
「
大
切
に
育
て
た
子
牛
が
市
場
で
評
価
さ
れ
、

高
値
で
取
引
さ
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
し
大
き
な
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
話
し
、
忙
し
い
な
か
で
も
愛

情
と
情
熱
を
注
ぎ
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

牛
の
健
康
と
成
長
を
支
え
る

　健
康
な
子
牛
を
生
産
す
る
た
め
に
重
要
な
仕
事
の

一
つ
が
、
牛
の
状
態
を
毎
日
観
察
す
る
こ
と
で
す
。
牛

を
注
意
深
く
観
察
し
、
顔
色
の
変
化
や
違
和
感
を
い

ち
早
く
感
じ
取
る
こ
と
で
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
処
置
を
講
じ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

産
ま
れ
て
か
ら
の
3
ヶ
月
間
は
牛
の
成
長
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
こ
の
期
間
に
し
っ
か

り
と
エ
サ
を
食
べ
て
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
、
徹

底
し
た
飼
養
管
理
で
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　牛
舎
内
の
環
境
整
備
も
牛
の
健
康
に
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
敷
料
を
定
期
的
に
入
れ
替
え
な
が
ら
清
潔
な

環
境
を
保
ち
、
病
気
の
予
防
に
努
め
な
が
ら
ス
ト
レ

ス
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

平
均
価
格
以
上
を
常
に
目
指
し
て

　田
ん
ぼ
で
収
穫
し
た
稲
わ
ら
を
牛
の
餌
と
し
て
与

え
、
牛
の
糞
を
堆
肥
と
し
て
農
産
物
生
産
に
利
用
す

る
な
ど
、
循
環
型
農
業
を
展
開
す
る
や
し
ま
営
農
組

合
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
自
給
飼
料
を
使
用
し
て

生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
、
質
の
高
い
子
牛
の
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、「
子

牛
市
場
の
平
均
価
格
を
常
に
上
回
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
の
意
欲
を
話
す
な
ど
、
今
後
も
一
頭

一
頭
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
良
質
な
和
牛
繁
殖

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
考
え
で
す
。
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令和７年度補助事業

出雲農業未来の
懸け橋事業
事業メニュー

申請〆切

お問い合わせ先

令和７年3月21日㈮

❶ 農産振興事業
● トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助
● 水田園芸作物の生産に必要となる機械の購入費を補助

❷ 特産振興事業
● 果樹、野菜などの生産に必要な機械購入費・施設整備費を補助
● ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助

❸ 畜産振興事業
● 飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助
● 市内で生産された飼料用米、ＷＣＳの購入費を補助

❹ 特認事業
● 労働力募集アプリによる短期雇用の必要経費を補助
● 新たな専従者・雇用者の研修費等を補助

❺ 出雲独自事業
● ハウスの維持・修繕に対する支援
● 集落営農組織の後継者育成支援

・出雲市役所農業振興課 TEL0853-21-6557

・ＪＡしまね出雲地区本部営農企画課
 もしくは各営農センター

TEL0853-21-6041

※本事業は、出雲市議会での令和７年度予算成立を受けて実施します。

※メニュー内容は一例です。
　詳細はお問い合わせ先までご連絡ください。

申請・相談は
お早めに!!

※予算上限あり

農家にSPOTIZUMO Information
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出雲市農政会議だより 令和7年2月15日

発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1 JAしまね出雲地区本部 営農企画課内）
発行責任者：事務局長　山根　康太

No.115

令和7年4月執行　出雲市長選挙・出雲市議会議員選挙

出雲市農政会議

出雲市長選挙で
推薦しています。 立候補予定者飯塚　俊之

いい　  つか とし　  ゆき

出雲市議会議員選挙で推薦しています。

出雲地区本部管内設置ＡＴＭの機能一覧表2025年5月7日㈬から、当組合ではタブレットでのお取引受付を開始します

設置場所 通帳繰越
機能あり

硬貨対応
あり

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

高松支店

ラピタはまやま店

長浜支店

神戸川支店

藤増ストアー知井宮

メモリア河南

朝山支店
2 月 22 日より出雲南支店に店名変更

乙　立

稗　原

出雲東支店
2 月 8 日より支店名変更（旧大津支店）

上　津

塩冶支店

ラピタみなみ店

出雲支店 1 号機

出雲支店 2 号機

ラピタ本店

出雲北支店
2 月 8 日より支店名変更（旧四絡支店）

ゆめタウン出雲

ファミリーマートドーム北店

川跡支店

●
●
●
●
－
●

●

●
●

●

●
●
－
●
●
－

●

－
●
●

●
－
●
●
－
●

●

●
●

●

●
●
－
●
●
－

●

－
●
●

設置場所 通帳繰越
機能あり

硬貨対応
あり

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

鳶　巣

出雲市役所支店

平田中央支店 1 号機

平田中央支店 2 号機

ラピタひらた店

久多美

灘　分

国　富

西田支店

北　浜

平田東支店

伊　野

佐田支店

窪　田

ラピタ多伎店

田　儀

湖陵支店

ラピタ湖陵店

大社支店

日御碕

荒木支店

遙　堪

●
●
●
●
－
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●

●
－
●
●
－
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●

※通帳繰越・・営農、総合、普通、貯蓄口座が対象。通帳繰越が可能な通帳は、通帳の１ページめくったところのお取引店が現在の「島根県農業協同組合」と記載されていること。
【通帳記帳】で繰越しができます。

※硬貨利用の際は、一度に大量の硬貨を投入されたり、汚れた硬貨を投入されると故障の原因になりますのでご利用はお控えください。

IZUMO InformationIZUMO Information
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大津支部 鐘
かねつき
推　義

よしのり
憲 平田支部 吉

よしおか
岡　拓

た く や
也 荒木・遥堪支部 長

ながさこ
廻　利

としゆき
行

塩冶支部 宮
みやもと
本　　享

とおる 灘分支部 玉
た ま き
木　　満

みつる 神門・古志支部 今
いまおか
岡　久

ひ さ と
人

塩冶支部 板
いたくら
倉　一

いちろう
郎 灘分支部 湯

ゆ あ さ
浅万

ま り こ
里子 神西支部 今

いまおか
岡　真

し ん じ
治

塩冶支部 成
なりあい
相　寛

ひろゆき
之 久多美支部 福

ふ く だ
田　　実

みのる 多伎支部 坂
さかもと
本　祐

ゆ う ま
麻

四絡支部 萬
ばんだい
代　輝

てるまさ
正 国富支部 岡

おか
　　靖

やすとし
俊 湖陵支部 本

ほ ん だ
田　貢

みつひさ
久

鳶巣支部 高
たかはし
橋扶

ふ じ お
治夫 高松支部 錦

にしこおり
織　　稔

みのる 稗原支部 児
こ だ ま
玉　俊

と し お
雄

平田・桧山・
伊野支部 大

おおたに
谷　良

りょうじ
治 長浜支部 川

かわかみ
上　雅

まさふみ
文 佐田支部 板

いたがき
垣　成

せ い じ
二

※令和 7年 1月末時点の出雲市農政会議推薦候補者（立候補予定者）

（支部順・敬称略）



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　グリーンセンター各店舗におきまして、育苗ハウス資材の取扱いを
始めておりますのでご案内いたします。
　ぜひグリーンセンターへお出掛けください。

育苗ハウス資材の販売開始について

営 農 部 生 産 資 材 課 ☎21-6047
グリーンセンター南 ☎25-0650
グリーンセンター大社 ☎53-3939

●グリーンセンター出雲 ☎21-6048
●グリーンセンターひらた ☎63-3662

ＪＡしまね出雲地区本部

●
●
●

　小村愛子さんは、JAの助け合い組織「やすら
ぎ会」のきづき支部幹事を務めています。
　きづき支部では、地域の方々の交流や心と体
の健康づくりを目的に「まめな会」を定期的に開
催。地域で活躍するJA女性部グループや民話の
語り手、楽器演奏者の発表のほか、抹茶やお菓
子の振る舞いも行われ、参加者同士の交流の場
となっています。参加者数は毎回約50人に達
し、「また行きたい」との声が多数寄せられるほ
か、出演者として参加したいという希望も多くあ
り、地域の輪がより広がりをみせています。小村
さんは地域の高齢者が増えている現状を踏ま
え、「やすらぎ会を通じて、住み慣れた地域で助
け合い、支え合いながら楽しく過ごせる環境づく
りに貢献できれば嬉しいです」と話します。

1819

と
家
族
に
対
す
る
や
さ
し
い
想
い
に
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

（
大
社
町
　
K
・
M
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

作
文
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、し
っ
か

り
と
観
察
さ
れ
、そ
こ
か
ら
多
く
の
気
づ
き

を
得
て
お
ら
れ
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。食
材
が
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
た
ち
の

手
元
に
届
く
の
か
、そ
の
背
後
に
は
生
産
者

の
方
の
努
力
や
愛
情
が
あ
る
こ
と
が
し
っ
か

り
と
伝
わ
っ
て
く
る
、と
て
も
素
晴
ら
し
い
作

品
で
私
も
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

●
1
月
号
の
広
報
誌
で
安
来
の
イ
チ
ゴ
が

紹
介
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
「
紅

ほ
っ
ぺ
」
が
大
好
き
で
す
。
今
の
時
期
が

一
番
お
い
し
い
で
す
ね
。
で
も
、
出
荷
す

る
ま
で
大
変
な
苦
労
で
す
ね
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

（
灘
分
町
　
H
・
I
さ
ん
）

●
安
来
の
イ
チ
ゴ
、
お
い
し
い
で
す
よ

ね
。
「
章
姫
」
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
「
よ
つ
ぼ

し
」
と
甘
み
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
ね
。

お
店
で
に
ら
め
っ
こ
。
ど
れ
に
し
よ
う
か

な
？
粒
が
大
き
い
の
に
し
よ
う
か
？
そ
れ

と
も
小
さ
め
で
数
が
多
い
方
が
よ
い
の

か
？
時
間
は
過
ぎ
て
い
き
ま
す
・
・
・
。

（
上
塩
冶
町
　
K
・
Y
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

た
く
さ
ん
の
品
種
が
あ
る
イ
チ
ゴ
。

品
種
ご
と
に
特
徴
が
異
な
る
の
で
食
べ
比
べ

し
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
ね
。以
前
、私

も
自
分
好
み
の
イ
チ
ゴ
を
探
そ
う
と
、数
種

類
の
イ
チ
ゴ
を
食
べ
比
べ
し
て
み
ま
し
た
。結

果
・・・「
全
部
お
い
し
い
！
」に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し

た
��

●
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
を

よ
く
観
察
さ
れ
て
い
る
な
と
感
心
し
ま
し

た
。
土
地
を
大
事
に
す
る
こ
と
、
丹
精
込

め
て
作
っ
た
も
の
を
感
謝
し
て
い
た
だ
く

こ
と
、
小
さ
い
頃
か
ら
見
た
り
聞
い
た
り

し
た
子
ど
も
さ
ん
に
将
来
託
し
た
い
で
す

ね
。
思
わ
ず
涙
が
出
ま
し
た
。

（
野
石
谷
町
　
M
・
O
さ
ん
）

●
小
学
生
の
作
文
で
は
、
各
家
庭
の
祖
父

母
さ
ん
が
作
ら
れ
た
野
菜
を
大
事
に
大
切

に
お
い
し
く
食
べ
よ
う
と
思
う
気
持
ち
が

分
か
り
、
食
事
を
作
る
私
も
無
駄
な
く
大

事
に
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
大
社
町
　
S
・
T
さ
ん
）

●
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
拝
見
し
ま

し
た
。
孫
か
ら
見
た
祖
父
母
の
姿
が
よ
く

分
か
る
作
文
で
す
ね
。
か
わ
い
い
時
を
経

て
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
姿
が
垣
間

見
え
ま
し
た
。
小
学
生
の
瑞
々
し
い
感
覚

輝
け！

いずもスマイル

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

お問い合わせ先 出雲保健所健康増進課　TEL 21-8785

出雲市大社町

小村 愛子さん（72歳）
おむら あいこ

楽しむことを大切に

 趣味の一つとして15年前からカリンバの演奏を楽しむ
小村さん。その美しい音色に魅了され、現在は月に2回
程度の練習を重ねながら、地域のイベントや幼稚園など
で演奏を披露しています。さらに、小村さんは絵手紙や
コーラス、グラウンドゴルフ、刺し子など多彩な趣味を
持ち、無農薬の野菜作りにも取り組んでいます。“楽し
むこと”を大切にし、人との関わりが新たな楽しみを生む
と感じている小村さん。「素晴らしい友や仲間に恵ま
れ、これからも多くの人と出会いながら年を重ねていき
たいです」と笑顔で話しました。

　食事をとると血糖値（血液中のブドウ糖の量）が上がります。す
ると、膵臓からインスリンが分泌され、血糖値を抑えます。糖尿
病は、このインスリンが不足したり、効きが悪くなることにより、
血糖値が高い状態が続くことで発症する病気です。血糖値が高い
状態が続くと、様々な合併症を引き起こす危険があります。

★脳卒中ってどんな病気？

糖尿病ってどんな病気？ 合併症の頭文字をとってしめじとえのきと覚えましょう！

　糖尿病になる原因の多くは、食生活の乱れや運動不足です。糖
尿病を予防するために、毎日の食事や運動など生活習慣を見直
し、年1回の健診で自分の体の状況をチェックしましょう。
※治療中の方は必ず定期的に受診しましょう！

糖尿病予防と重症化させないための生活習慣

今日からできる『糖尿病予防』今日からできる『糖尿病予防』 症状がないからと、糖尿病を放っておくと

を引き起こします重大な合併症重大な合併症

し

め

じ

え

の

き

神経の症状
（手足のしびれ等）

目の症状
（網膜症など）

腎臓の症状
（透析の原因第1位！）

※その他骨粗しょう症や認知症も合併症の１つと言われています。

壊疽
※血行が悪くなり組織が
　死んで腐敗すること

脳卒中

虚血性心疾患

※え そ

★適正体重をチェック
現在の体重が適正範囲かどうかをBMIで確認しよう

★食事のポイント

★運動のポイント

□３食きちんと食べよう
□食事は決まった時間に、よく噛んでゆっくりと食べよう
□野菜はたっぷりとろう
□甘いものや脂っぽいものは食べ過ぎないようにしよう
□塩分のとりすぎに気をつけよう

ウォーキングなどの有酸素運動は、血糖値を下げやすくします。
少しの距離なら車を使わずに歩くなど、日常生活の活動を見直してみましょう。

※高齢者では、フレイルの予防及び生活習慣病の発症予防の両方に配慮する必要がある
ことを踏まえ当面の目標 資料：日本人の食事摂取基準2020年版

【BMIの計算の仕方】
【目標とするBMIの範囲】

BMI=体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

年齢（歳）
18～49歳
50～64歳
65～74歳※

75歳以上※

18.5～24.9
20.0～24.9
21.5～24.9
21.5～24.9

BMI（㎏/㎡）

●
野
菜
作
り
二
年
目
の
夫
が
作
っ
て
く
れ

た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ち
ょ
っ
と
小
さ
か
っ

た
け
れ
ど
蒸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

家
製
は
ま
た
格
別
な
お
い
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
。

（
平
田
町
　
T
・
A
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

お
う
ち
で
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、い
つ
も
以
上
に
お
い
し
く
感
じ
ら

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。毎
日
少
し
ず

つ
大
き
く
な
っ
て
い
く
過
程
を
見
る
こ
と
も

楽
し
み
の一つ
に
な
り
ま
す
ね
♪

●
お
た
よ
り
広
場
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
、
私
も
こ
う
思
う
な
！
と
い
う

事
が
あ
り
ま
す
。
毎
回
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
唐
川
町
　
Ｍ
・
A
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

毎
月
、た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
を
い
た

だ
き
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。誌
面
の

都
合
上
、ご
紹
介
で
き
る
数
に
は
限
り
が
あ

り
心
苦
し
く
感
じ
て
い
ま
す
が
、す
べ
て
の
お

た
よ
り
に
目
を
通
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　み
ど
り
シ
ョ
ッ
プ（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
務
も
含
む
）は
令
和
7
年
2
月
28

日（
金
）を
も
っ
て
閉
店
い
た
し
ま
す
。

長
い
間
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
ど
り
シ
ョ
ッ
プ
の
閉
店
に
つ
い
て

みんなの広場みんなの広場



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　グリーンセンター各店舗におきまして、育苗ハウス資材の取扱いを
始めておりますのでご案内いたします。
　ぜひグリーンセンターへお出掛けください。

育苗ハウス資材の販売開始について

営 農 部 生 産 資 材 課 ☎21-6047
グリーンセンター南 ☎25-0650
グリーンセンター大社 ☎53-3939

●グリーンセンター出雲 ☎21-6048
●グリーンセンターひらた ☎63-3662

ＪＡしまね出雲地区本部

●
●
●

　小村愛子さんは、JAの助け合い組織「やすら
ぎ会」のきづき支部幹事を務めています。
　きづき支部では、地域の方々の交流や心と体
の健康づくりを目的に「まめな会」を定期的に開
催。地域で活躍するJA女性部グループや民話の
語り手、楽器演奏者の発表のほか、抹茶やお菓
子の振る舞いも行われ、参加者同士の交流の場
となっています。参加者数は毎回約50人に達
し、「また行きたい」との声が多数寄せられるほ
か、出演者として参加したいという希望も多くあ
り、地域の輪がより広がりをみせています。小村
さんは地域の高齢者が増えている現状を踏ま
え、「やすらぎ会を通じて、住み慣れた地域で助
け合い、支え合いながら楽しく過ごせる環境づく
りに貢献できれば嬉しいです」と話します。
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し
い
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ま
し
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作
文
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、し
っ
か

り
と
観
察
さ
れ
、そ
こ
か
ら
多
く
の
気
づ
き

を
得
て
お
ら
れ
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。食
材
が
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
た
ち
の

手
元
に
届
く
の
か
、そ
の
背
後
に
は
生
産
者

の
方
の
努
力
や
愛
情
が
あ
る
こ
と
が
し
っ
か

り
と
伝
わ
っ
て
く
る
、と
て
も
素
晴
ら
し
い
作

品
で
私
も
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

●
1
月
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の
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誌
で
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が
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介
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り
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が
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紅
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っ
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が
大
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で
す
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今
の
時
期
が
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お
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し
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で
す
ね
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で
も
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出
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る
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で
大
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で
す
ね
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み
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す
ね
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ど
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う
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す
・
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た
く
さ
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が
あ
る
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ゴ
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品
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ご
と
に
特
徴
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異
な
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の
で
食
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比
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し
て
み
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し
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す
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ね
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と
、数
種
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の
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比
べ
し
て
み
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し
た
。結

果
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い
し
い
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な
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ち
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し
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作
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せ
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さ
れ
て
い
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感
心
し
ま
し
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に
す
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こ
と
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め
て
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し
て
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だ
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と
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い
頃
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ら
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た
り
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た
り

し
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子
ど
も
さ
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た
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で
す

ね
。
思
わ
ず
涙
が
出
ま
し
た
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野
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さ
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●
小
学
生
の
作
文
で
は
、
各
家
庭
の
祖
父

母
さ
ん
が
作
ら
れ
た
野
菜
を
大
事
に
大
切

に
お
い
し
く
食
べ
よ
う
と
思
う
気
持
ち
が

分
か
り
、
食
事
を
作
る
私
も
無
駄
な
く
大

事
に
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
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大
社
町
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さ
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●
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
拝
見
し
ま

し
た
。
孫
か
ら
見
た
祖
父
母
の
姿
が
よ
く

分
か
る
作
文
で
す
ね
。
か
わ
い
い
時
を
経

て
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
姿
が
垣
間

見
え
ま
し
た
。
小
学
生
の
瑞
々
し
い
感
覚

輝
け！

いずもスマイル

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

お問い合わせ先 出雲保健所健康増進課　TEL 21-8785

出雲市大社町

小村 愛子さん（72歳）
おむら あいこ

楽しむことを大切に

 趣味の一つとして15年前からカリンバの演奏を楽しむ
小村さん。その美しい音色に魅了され、現在は月に2回
程度の練習を重ねながら、地域のイベントや幼稚園など
で演奏を披露しています。さらに、小村さんは絵手紙や
コーラス、グラウンドゴルフ、刺し子など多彩な趣味を
持ち、無農薬の野菜作りにも取り組んでいます。“楽し
むこと”を大切にし、人との関わりが新たな楽しみを生む
と感じている小村さん。「素晴らしい友や仲間に恵ま
れ、これからも多くの人と出会いながら年を重ねていき
たいです」と笑顔で話しました。

　食事をとると血糖値（血液中のブドウ糖の量）が上がります。す
ると、膵臓からインスリンが分泌され、血糖値を抑えます。糖尿
病は、このインスリンが不足したり、効きが悪くなることにより、
血糖値が高い状態が続くことで発症する病気です。血糖値が高い
状態が続くと、様々な合併症を引き起こす危険があります。
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壊疽
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脳卒中

虚血性心疾患
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21.5～24.9

BMI（㎏/㎡）

●
野
菜
作
り
二
年
目
の
夫
が
作
っ
て
く
れ

た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ち
ょ
っ
と
小
さ
か
っ

た
け
れ
ど
蒸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

家
製
は
ま
た
格
別
な
お
い
し
さ
が
あ
り
ま

し
た
。

（
平
田
町
　
T
・
A
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

お
う
ち
で
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、い
つ
も
以
上
に
お
い
し
く
感
じ
ら

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。毎
日
少
し
ず

つ
大
き
く
な
っ
て
い
く
過
程
を
見
る
こ
と
も

楽
し
み
の一つ
に
な
り
ま
す
ね
♪

●
お
た
よ
り
広
場
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
、
私
も
こ
う
思
う
な
！
と
い
う

事
が
あ
り
ま
す
。
毎
回
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
唐
川
町
　
Ｍ
・
A
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

毎
月
、た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
を
い
た

だ
き
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。誌
面
の

都
合
上
、ご
紹
介
で
き
る
数
に
は
限
り
が
あ

り
心
苦
し
く
感
じ
て
い
ま
す
が
、す
べ
て
の
お

た
よ
り
に
目
を
通
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　み
ど
り
シ
ョ
ッ
プ（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
務
も
含
む
）は
令
和
7
年
2
月
28

日（
金
）を
も
っ
て
閉
店
い
た
し
ま
す
。

長
い
間
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
ど
り
シ
ョ
ッ
プ
の
閉
店
に
つ
い
て

みんなの広場みんなの広場



2021



2021



まで

3,500円（税込）

・牡蠣 14個
・本ズワイガニ 2肩
・ホタテ 4個

・エビ 4尾
・カキフライ 4個

※2名様より承りますセット内容（2人前）

※2名様より承ります
※開始より70分でラストオーダーとさせていただきます

お一人
さま

3,500円（税込）お一人
さま

90分

宴会セット

4階

●各種単品メニューもあります（唐揚げ・カキフライ・枝豆・ポテトフライ等）

アルコール飲料飲み放題 ◆ 生ビール
・アサヒスーパードライ
・キリン一番搾り

◆ ハイボール

◆ こだわり酒場
   レモンサワー

・サントリー角
・トリス

・旭日酒造 
・板倉酒造
・富士酒造 

◆ 翠ジンソーダ
◆ 梅酒

◆ 地酒 3種
◆ 芋・麦焼酎

◆ 赤・白ワイン2,000円（税込）

500円～（税込）各
種

飲
み
放
題

メ
ニ
ュ
ー

お一人
さま

牡蠣食べ放題

こころゆくまで

牡蠣を堪能
！

・ご飯　・味噌汁
・ソフトドリンク

・ご飯　・味噌汁
・ソフトドリンク

すべてのプラン 小学生以下

おかわり
自由 無 料

ご飯は島根県産きぬむすめ使用 ご飯は島根県産きぬむすめ使用

その他海鮮セットあります。詳細はお電話でお尋ねください。

メニュー
海鮮かんかん焼海鮮かんかん焼

お得なセット
！

いろいろ食べれて

※写真はイメージです

※写真はすべてイメージです
※写真は4人前です

水曜日

●お席は、テント席 ［ 全128席 ］ のみです。
ラピタ本店 4階場 所

定休日

3.30 無料
Wi-Fi
も使えます！！

17:30▶21:00（ラストオーダー 　　　 20：30 　　　　20：45 ）フード ドリンク

2025
まで
営業中

 Tel.050-5486-3296

予約はこちらから
 24時間自動受付

お電話での予約•お問い合わせ先

instagramも
チェック!

検索はこちら

インターネットでの予約は「ぐるなび」から
ラピタ　かんかん焼

※17時以降は、お電話での予約・お問い合わせはできません。
 9:00～17:00 受付

焼肉ではありませんのでバーベキューコンロはありません。食材の持ち込みはご遠慮ください。

日

×

ご
予
約
・
お
問
合
せ

ラブレ
LINEでの
お問合せ

〒���-���� 出雲市今市町��番地 TEL/����-��-���� FAX/����-��-����

〒���-���� 出雲市浜町���-� 定休日/火曜・水曜 営業時間/��：��～��：��
出雲サロン

本店

あなたの 夢 が 叶う結 婚 式

おさいふカード
ポイント 3,000 ポイントプレゼント

ラピタにて挙式・披露宴・パーティーのご相談・
ヴィラ・ノッツェでのウエディング承ります

期 間

キャンペーン期間中にラピタ・マリエやしろ業務提携企画をご予約いただき、
披露宴を行われた方（挙式・披露宴の日は令和�年�月�日から令和�年�月��日まで）

令和7年4 / 1（火）～ 令和8年3 / 31（火）
対 象

ご利用いただいた方に特別特典さらに！

15%OFFウエディングドレス・
タキシード

ポイント加点※�おさいふカード

（ヴィラ・ノッツェコルティーレ出雲ご利用の方）※�
送迎マイクロバス1台

● ヴィラ・ノッツェ コルティーレ出雲
● ヴィラ・ノッツェ レガール松江
● コリドールコート
● レストラン＆ウエディング LAUT

写真代、ギフト代（引出物代）サービス料を除いた
金額がポイント加点の対象となります。
式場ヴィラ・ノッツェコルティーレ出雲より��km 
圏内が利用区域となります。

※�

※�

婚礼施設

ご利用特典
1
2

3

23 22
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